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摂
津
の
考
古
学
か
ら
見
た
東
灘
内

古
坑
時
代
の
政
治
山
人
を
通
じ
て
地
域
を
則
明
解
す
る
上
で
、

前
方
後
円
境
や
大
型
古
郡
の
動
態
を
な
が
め
る
こ
と
は
基
礎

的
で
か
つ
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
今
回
と
次
回
と
は
、
阪
神

地
方
の
古
展
開
吋
代
に
つ
い
て
か
な
り
マ
ク
ロ
的
な
毘
で
今
考

え
て
い
る
こ
と
の
い
く
つ
か
を
素
描
し
て
み
た
い
。

前
方
後
円
墳
が
な
ぜ
注
目
さ
れ
る
の
か

ま
ず
、
こ
の
こ
と
を
少
し
考
え
て
み
よ
う
。
私
は
次
の
よ

う
な
占
か
う
、
古
境
の
な
か
で
む
前
方
後
円
墳
は
や
は
り
特

別
視
す
べ
き
存
在
だ
と
号
え
て
い
る
。

①
第
一

1
四
十
数
位
ま
で
の
規
棋
ト

Y
7
を
占
め
る
。

@
仏
範
な
分
布
範
囲
を
む
つ
。

③
鹿
端
な
分
布
中
恨
が
判
明
す
る
。

③
終
末
期
を
除
く
全
時
則
に
ま
た
が
る
。

⑤
古
境
の
要
紫
や
副
葬
品
目
を
先
取
り
す
・

2

⑥
有
力
豪
族
の
消
長
と
絡
み
合
う
地
峡
が
認
め
-つ
れ
る
。

②
検
討
の
余
地
が
ま
だ
残
き
て
い
る
若
干
の
海
外
例
を
除

け
ば
、
日
本
列
島
岡
有
の
駒
形
と
い
え
る
。

③
一
策
造
企
画
が
把
担
し
ゃ
ナ
い
。

色
々
と
拘
げ
て
み
た
が
、
こ
の
他
に
し
前
方
後
円
漬
が
重

要
と
思
わ
れ
る
娘
拠
は
あ
る
。
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
八
占
'に

芦
屋
市
教
育
昏
口
会

森
岡

秀
人

集
約
し
て
お
こ
う
。

①
は
詰
名
な
大
山
古
境
(
大
阪
府
堺
市

・
全
長
四
八
六
メ

ー
ト
ル
)
を
笹
頭
に
ト
y
プ
ク
ラ
ス
の
古
噴
が
す
べ
て
前
方

後
円
境
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
第
二

位
が
誉
回
御
胸
山
古
境
(
大
阪
府
羽
虫
野
市

・
全
長
田
二
五

メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
こ
と
は
周
知
と
思
わ
れ
る
が
、
全
長
三

O
Oメ
ト
ル
代
が
五
基
存
在
す
る
こ
と
も
こ
の
際
知
っ
て

い
て
欲
し
い
。
上
石
油
仲
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
漬
(
三
六
五
メ
ー
ト

ル
)
、
造
山
古
漬
(
三
五

0
メ
ー
ト
ル
て
河
内
大
塚
山
古
噴

(
三
三
五
メ
ー
ト
ル
)
、
見
瀬
丸
山
古
噴
言
二
八
メ
ト

ル
)
、
渋
谷
向
山
士
白
眉
(二
一O
二
メ
ト
ル
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

四
十
番
目
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
さ
す
が
に
規
肢
が
小
さ
く

な
る
け
れ
ど
、
そ
れ
で
』三一

O
Oメ
l
i
ル
近
く
は
あ
る
。

健
か
に
前
方
後
円
境
は
古
墳
の
王
者
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

逆
必
ず
し
り
立
な
っ
ず
で
、
一
方
で
は
全
長
二

0
メ
ー
ト
ル

余
の
趨
小
型
前
方
後
円
境
が
た
く
さ
ん
実
在
す
る
事
実
を
け

っ
し
て
忘
れ
て
は
な
う
な
い
。
言
い
陥
闘
え
れ
ば
、
規
模
の
階

回
目
性
が
と
り
わ
け
著
し
い

の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
大

切
な
属
性
と
い
え
る
。

②
は
南
限
が
鹿
児
島
県
塚
崎
古
筑
群
に
あ
り
、

北
限
が
岩

手
県
内
塚
古
漬
に
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
納
得
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
を
大
和
政
権
の
全
国
統
一
と
し
て
説
明
す
る
教

科
部
が
か
つ
て
多
数
存
在
し
た
が
、
境
形
が
表
徴
す
る
一
つ

の
政
治
領
域
を
示
す
こ
と
は
確
か
な
も
の
の
、
今
は
そ
ん
な

解
釈
は
安
易
に
で
き
な
い
。

③
は
②
と
関
連
し
て
沼
市
五
で
あ
る
。
分
布
数
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
全
長
二
0
0メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型
前
方
後
円
岐

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
実
数
を
比
べ
れ
ば

一
目
瞭
然
で
あ

る
。
奈
良
県
十
九
基
、
大
阪
府
十
二
基
、
岡
山
県
二
基
、
群

保
内
県
一
基
を
数
え
、
他
の
邪
道
府
県
に
は

一
切
存
在
し
な
い

の
で
あ
る
。
前
方
後
円
附
引
が
先
進
し
た
地
域
に
は
、
明
ら
か

に
中
心
が
み
う
れ
る
。
そ
れ
は
、
畿
内
王
怖
と
吉
備
政
縦
、

毛
田
山
政
権
の
所
在
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ラ
ン
ク
を
全
長

一
五

0
メ
ー
ト
ル
ま
で
下
げ
る
と
、
奈
良
県
六
基
、
大
阪
府

五
基
、
岡
山
県
三
基
、
俳
潟
県
二
基
が
新
た
に
加
わ
る
他
、

そ
の
外
の
地
域
で
も
類
例
が
拾
え
る
。
京
都
府
の
四
基
、
宮

崎
県
の
二
基
、
茨
城
県
の
二
誌
、
兵
庫

・
滋
賀

・
一ニ
虫

・
愛

知

・
山
東

・
宮
城
の
各
山
の

一
基
な
ど
が
，
て
れ
で
あ
る
。
兵

mmmの
一
基
は
言
う
ま
で
む
な
く、
神
戸
市
五
色
塚
古
積
(
一

九
四
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
。
福
岡

・
山
口

・
香
川

・
岐
阜

・

埼
玉

・
千
葉

・
栃
木

・
福
島
の
各
県
は
、
有
力
な
士
口
境
が
数

多
く
あ
り
そ
う
に
見
え
て
、
実
の
と
こ
ろ
全
長
一

一一

0
メ
ー

ト
ル
ま
で
ラ
ン
ク
を
一
拍
と
さ
な
い
と
該
当
す
る
前
方
後
円
境

を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
.

一
九
八
九
年
七
月
九
日
、
私
は
佐
賀
県
下
の
主
要
士
口
噴
を

踏
査
す
る
機
会
を
得
た
が
、
県
内
最
大
の
前
方
後
円
噴
は
佐

賀
郡
大
和
町
の
船
原
古
明
で
、
全
長
は
一
一
四
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
十
月
八
目
、
学
会
出
席
の
た

め
前
山
似
を
訪
れ
た
が
、
少
し
大
き
な
前
方
後
円
境
を
見
ょ

う
と
し
て
む
、
有
国
間
潟
へ
の
眺
望
に
恵
ま
れ
た
艇
谷
一
号
墳



の
全
長
約
六
二
メ
l
l
ル
の
盗
態
を
お
が
む
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
こ

の
大
き
さ
の
前
方
後
円
墳
な
ら
ば
、
私
た
ち
の
生
活

圏
内
で
も
十
分
見
学
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

④
に
つ
い
て
は
、
前
方
後
円
加
の
出
現
を
む
っ
て
古
墳
時

代
開
始
の
指
槻
と
す
る
風
潮
が
定
犯
し
て
き
た
。
そ
の
時
期

を
私
は
三
世
紀
の
第
三
四
半
以
と
に
ら
ん
で
い
る
の
だ
が
、

以
後
、
士
口
明
そ
の
む
の
と
古
漬
文
化
を
リ
ー
ド
し
た
脊
在
と

な
る
。
前
方
後
円
噴
の
終
末
l
古
墳
時
代
の
下
限
の
等
号
は

成
立
し
な
い
が
、
近
年
、
七
世
紀
に
入
っ
て
も
前
方
後
円
附
引

を
築
い
て
い
る
地
域
が
判
明
し
て
い
る
こ
と
は
注
お
さ
れ
て

トふい。⑤
1
③
に
関
し
て
も
、

一
言
付
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ

る
が
、
別
の
機
会
に
殺
り
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
国
の

古
墳
総
数
か
ら
す
れ
ば
、
ほ
ん
の

一
一
巡
り
の
数
で
し
か
な
い

前
方
後
円
境
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
古
漬
時
代
の
政
治
動
向

や
地
域
性
を
鋭
敏
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。

前
方
後
円
の
名
の
由
来

前
方
後
円
墳
は
、
そ
の
特
典
な
形
状
の
た
め
古
く
か
ら
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

名
の
起
こ
り
は
、
立
政
の
三
大
奇
人
の
一
人
と
言
わ
れ
た

満
生
君
平
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
彼
の
著
し
た

『山
陵
志
』
に

は
、
主
仁
天
皇
か
ら
敬
遠
天
阜
ま
で
の
二
十
三
陵
が
取
り
上

A
 

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、

「
そ
の
制
を
な
す
や
、
必

a
 

利
引
制
叫
剥
引
、
前
方
後
円
と
な
き
し
め
、
制
刻
刻
引
U
id
4

c
 

成
と
し
、
か
つ
還
ら
す
に
海
を
も
っ
て
す
」
と
い
う
一
文
を

み
る
。

叡字区計測値

(後定値を含む}

三角u神."費

i∞1-. 一一 ーーーーー一一一ー ー 一一一-一一一一一一一一一一 ー・一一“ n 
1 21 90 2 U 堅穴式石室

iB 
11 ;trtilU' 

l聞
お土尿含む

口被穴式石室

* 

結土割陣

後門~Il or 

t金方防 1辺'"
'
住
吉
東

-a侵
尾
山

E
扮
ケ
匁

40 

-A夢
野
丸
山

E
津
門
窃
荷
山

E
海
門
大
場

E
主計
戸

E
E園
大
噂
山

-
開
誼
清
水

加

W

鳳
掌

万
銅
山

金
下
山町

一
守
・
齢
m
w

牛
車
.
鼻
山
幽

-z'制
蜘

臨

幽
* -a八

ポ
ツ
噂

'ME-

-a
地
図
山

Z
R泉
女
簿

E
酉
京
女
卑

A
は
い
わ
ゆ
る
「
宮
車
艇
倣
説
」
と
呼
ば
れ
る
記
述
で
、

前
方
後
円
墳
の
モ
デ
ル
を
宮
市
十
の
形
態
に
求
め
る
彼
の
考
え

方
の

一
端
が
表
徴
さ
れ
て
い
る
。

B
は
前
方
後
円
墳
の
立
函

柿
造
を
言
っ
た
む
の
で
、
今
日
考
古
学
で
は
「
段
築
」
と
い

Z
伊
隆
文

10 

o 
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、
品

'" 

後
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総
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第 1図 阪神地方的前方後円墳の規模ク'ラフ()9四年 6月現在)

近畿地方には、現在[000基弱の前方後円杭が確認されている。したがって、阪神地方の!日
方後円明は 2%強のウェイ|を占めるにすさず、ての規院もけ っして大きくはなt、 有Bi!
地方には、わが国l凸大の大きさを誇る大山古Jf(([日仁徳立古訓)があるが、その陪家の前

方後円if\(永山古J!\) がi現に全長100m を測ることを思えば、ぞの脱~を越える こ とのない
阪神地方の前方後円筑の性格も少しは終しがっこう。ちなみに、兵!!lI県下の前方後円債は、
植木誠一氏(兵問県教育委員会)の仰教示によれば、 1990if9月現夜、総数202"，を数ん、

「サ帆立貝形古川25基を含むという。
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一一一一二:之ごi

う
述
市
川
で
表
判
明
し
て
い
る
む
の
に
相
当
す
る
。

「一一一
成
」
と
あ

る
か
占
、
三
段
築
成
の
典
型
的
な
前
方
後
円
墳
を
指
し
て
の

こ
と
だ
ろ
う
。

C
は

「周
波
」
を
と
る
え
た
む
の
で
あ
る
が
、
前
方
後
円

境
の
す
べ
て
に
周
波
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
畿
内
地

方
に
は
比
較
的
多
い
が
、
近
畿
を
離
れ
る
と
、
と
り
わ
け
水

深
の
遺
仔
は
限
-つ
れ
て
い
る
。
や
は
り
典
型
を
取
り
上
げ
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
前
方
後
円
」
と
い
う
府
活
は
、
現
代
の
考

古
学
者
が
実
用
上
考
案
し
た
む
の
で
は
な
い
。
明
・
っ
か
に
近

世
に
遡
る
述
百
聞
で
、
と
し
ろ
そ
れ
を
考
古
学
の
功
門
用
語
と

し
て
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。

阪
神
地
方
の
前
方
後
円
墳
の
全
長
順
位

話
を
身
近
な
地
域
に
一一
灰
す
こ
と
に
し
よ
う
。

第
1
図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
手
書
さ
の
図
で
恐
縮
だ

が
、
こ
の
図
は
阪
神
地
方
の
前
方
後
円
杭
(
大
阪
府
域
は
含

ま
な
い
)
の
う
ち
、
全
長
の
判
明
す
る
U

の
を
こ
と
ご
と
く

集
成
し
、
長
い
む
の
か
ら
順
に
棒
グ
ラ
フ
と
し
て
表
し
た
b

白昼商品
噂

ザ

ム
ラ
イ
喝

6
/内
d
y
r

白
川
町
山

岳

由

，. -， 
' 

〉

~l : 

供 、

，，--
第 2図 阪神地方量大の

前方後円墳である伊居太古噴

<r尼崎市史』第11巷から)

の
で
あ
る
。

棒
グ
ラ
フ
の
上
の
数
字
は
全
長
を
示
し
、
中
間
国
の
区
切
り

と
数
字
は
後
門
部
の
直
径
を
示
す
。
会
長
に
対
す
る
後
円
部

径
の
占
め
る
制
合
が
視
覚
的
に
判
る
で
あ
ろ
う
。
前
方
後
方

漬
に
つ
い
て
は
、
後
方
部
の
主
軸
長
を
採
用
し
て
い
る
。
主

体
部
の
判
明
し
て
い
@
古
境
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
類
記
号

を
前
方
部
や
後
阿
部
の
位
世
に
記
入
し
て
い
る
。

*
印
は
三

角
縁
神
獣
鏡
の
副
葬
を
特
別
に
表
し
た

L
の
で
あ
る
。

成
形
と
古
墳
名
の
下
に
は
、
円
筒
植
輪

-
U
石

・
段
築

・

周
涼
の
有
無
を
そ
れ
ぞ
れ
記
号
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
前

三
者
は
完
備
さ
れ
た
古
漬
の
外
部
閉
造
三
要
素
で
あ
り
、
そ

の
存
否
を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
な
視
占
…
で
あ
る
。
し
か
し
、

記
号
の
な
い
-
』
と
が
不
在
を
立
証
し
得
た
-
』
と
に
は
な
り
な

い
。
発
偲
調
査
を
経
て
い
な
い
未
確
認
資
料
が
当
蛇
含
ま
れ

る
か
つ
で
あ
る
。
こ
の
点
、
な
い
こ
と
よ
り
む
存
在
す
る
こ

と
の
方
を
重
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
ロ

さ
て
、
ニ
の
一
覧
図
に
は
二
十

一
基
の
古
績
を
取
り
上
げ

て
い
る
が
、
前
期
か

E

つ
後
期
ま
で
全
時
期
の
む
の
を
含
ん
で

. 轟 1・M-
阪神地方最小の前方後円墳である住吉東古墳

(神戸市教育委員会 「現地観明会資料」か句)

-
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，， 

第 3図

い
る
。
猪
名
川
以
東
の
古
閑
引
を
割
愛
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
理
胞
が
あ
る
。
ま
た
後
に
触
れ
て
み
た
い
。

こ
の
表
を
通
覧
し
て
明
ら
か
な
と
お
り
、
こ
の
地
方
応
大

の
前
方
後
円
墳
は
、
尼
崎
市
伊
賠
太
古
検
(
九
二
メ
ー
ト
ル
)

で
あ
る
。
五
世
紀
末
鍛
造
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
指
名
川
右

岸
の
桁
名
野

・
原
口
古
筑
間
計
の
最
南
端
に
位
出
し
て
、
前
方

部
を
南
に
向
け
て
い
る
{
第
2
図
)
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
古
明

併
の
造
営
系
譜
巾
、
最
大
の
組
問
h
H
を
誇
っ
た
首
長
の
必
で
あ

ろ
う
。
そ
の
勢
力
潤
は
よ
り
西
方
の
武
陣
川
水
域
に
ま
で
お

よ
ん
で
い
た
公
算
さ
え
あ
る
。

一
方
、
政
小
の
前
方
後
円
境
は
、
神
戸
市
政
灘
区
の
住
吉

東
古
瓜
で
、
全
長
は
わ
ず
か
二
四
メ

1
1
ル
を
測
る
に
す
ぎ

な
い
。
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
築
造
と
縫
定
さ
れ
、
後
門

部
径
が
一

八
メ
ー
ト

ル
を
占
め
る

い
わ
ゆ
る
帆
立
異
形
古
府

で
あ
る
(
第
3
図
)
。
住
吉
宮
町
一

初
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
多

く
の
方
墳
群
が
見
出
さ
れ
て
い
る
が
、
住
吉
東
古
績
は
お
そ

う
く
-」
れ
ら
群
集
墓
の
盟
主
格
の
古
噴
と
み
ら
れ
て
よ
い
。

近
年
、
市
街
地
の
発
砲
調
査
で
は
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
と
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こ
ろ
か
ら
古
境
が
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
泊
え
て
い
る
が
、

こ
の
古
演
も
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

あ
と
の
古
境
は
、
す
べ
て
最
大

・
最
小
の
こ

の
こ
っ
の
前

方
後
円
加
の
問
に
収
ま
る
全
長
を
も
っ
て
い
る
。
少
し
強
制
引

を
企
て
る
と
、
九

0
メ
ー
ト

ル
代
ニ
器
、
八

O
メ
l
l
ル
代

一
器
、
七

0
メ
ー
ト
ル
代
一一
基
、
六

0
メ
ー
ト
ル
代
三
基
、

五
0
メ
ー
ト
ル
代
凶
基
、
四

0
メ
ー
ト
ル
代
七
基
、

三

0
メ

ー
ト
ル
代

一
基
、
二

O
メ
1
1
ル
代

一
基
を
数
え
る
こ
と
に

な
り
、
四

0
1六
O
メ
l
i
ル
級
の
前
方
後
円
墳
が
や
た
ら

に
多
い
地
峻
的
特
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ま
た
、
六

O
メ
l
1
ル
代
に
な
る
と
、
後
内
部
径
が
お
よ

そ
半
分
程
度
と
な
り
、
立
体
規
模
が
急
激
に
縮
小
す
る
。
数

年
前
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円
績
が
斡
国
の
前
方
後
円
境

と
の
関
係
で
問
題
と
な
り
、
私
自
身

b
兵
庫
県
教
育
委
員
会

に
お
ら
れ
る
植
本
誠

一
氏
と
兵
庫
県
下
の
実
例
を
再
検
討
し

た
こ
と
が
あ
る
。
て
れ
は
同
志
社
大
学
の
森
浩
一
氏
か
ら
の

嬰
訴
と
お
勧
め
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ラ
ン

ク
の

前
方
後
円
績
を
各
地
へ
行
っ
た
と
き
、
と
く
に
注
恕
し
て
観

察
す
る
契
機
と
な
り
、
小
さ
な
む
の
に
こ
そ
限
を
向
け
る
貴

重
な
視
占
が
加
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

四

O
I五
0
メ
ー
ト
ル
代
の
前
方
後
円
墳
に
は
、
従
来
、

円
境
と
認
識
さ
れ
た
古
墳
が
目
立
つ
。
神
戸
市
兵
庫
区
会
下

山
二
本
松
古
墳
(第
4
図
)
や
芦
屋
市
金
津
山
古
墳
が
そ
の

い
い
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
最
近
実
施
さ
れ
た
発
揖
調
査

で
前
方
部
が
位
認
さ
れ
、
従
来
の
見
方
を
改
め
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
金
津
山
古
漬
は
、
そ
れ
ま
で
阪
神
地
方
最
大
級

h
，
 

命
Mやー

レあ報

、

広

h

r
s
 

(

畳

境

全

古

定
山

。
推

連
海

。

金

周

入

市

端

流

屋
前
田

芦
田
ら

た
部
か

れ
方
丘

さ
前
墳

見
が
て

発
骨
ベ

が

部

す

部
の
は

方

印

石

前

矢

葺
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の
大
型
内
附
引
で
、
以
下
で
む
間
指
の
存
在
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

関
係
者
を
か
な
り
お
か
せ
た
(
第
5
図
)。

加
え
て
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円
境
に
は
帆
立
貝
形
の

b
の
が
多
い
。
伊
丹
市
御
願
塚
古
境
や
前
述
し
た
金
津
山
古

績
が
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
が
、
尼
崎
市
南
清
水
古
績
な

ど
も
前
方
部
が
数
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
短
小
な
古
境
で
あ

る
。
こ
れ
ら
帆
立
貝
形
の
前
方
後
円
墳
は
、
規
模
の
小
さ
い

住
吉
東
古
噴
を
合
的
、
五
世
紀
後
半

1
六
世
紀
前
半
の
限
勺

れ
た
期
間
に
営
造
さ
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

帆
立
貝
形
の
古
墳
は
、
正
常
な
発
達
を
拒
ま
れ
た
タ
イ
プ

の
前
方
後
円
頃
で
あ
る
。
そ
の
出
現
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
埋
由

と
背
円
以
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
五
世
紀
代
、
畿

内
中
心
部
と
ほ
ど
近
い
酋
摂
地
域
の
前
方
後
円
墳
が
全
体
と

し
て
勢
力
の
大
き
さ
を
誇
示
で
き
て
い
な
い
こ
と
(
数
値
で

示
せ
ば
、
全
長
一

0
0メ
ー
ト
ル
を
越
す
前
方
後
円
墳
が
実

在
し
て
い
な
い
こ
と
)
と
、
関
係
が
深
い
や
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
む
、
帆
立
貝
形
古
績
が
神
戸
・
芦
屋
・尼
崎
・

伊
丹
の
広
範
な
地
域
に
わ
た
っ
て
散
見
さ
れ
る
事
態
に
は
、

占
頃
時
代
に
お
け
@
当
地
方
の
一
つ
の
政
怖
が
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
フ
。

全
長
四

O
メ
ト
ル
代
の
前
方
後
円
境
は
、
吉
潰
時
代
後

期
に
築
造
さ
れ
た
む
の
が
多
い
(
幽
回
大
原
山
占
境

・
大
井

戸
古
柄
引

・
津
門
大
塚
古
漬
・
津
門
稲
荷
山
古
噴
)
。
視
伎
の
不

分
明
な
西
宮
市
上
ヶ
原
市
塚
古
漬
む
六
世
紀
に
営
ま
れ
た
前

五
後
門
別
で
、
お
そ
っ
く
こ
の
ク
ラ
ス
の

L
の
で
あ
ろ
う
。

尼
崎
市
閤
回
大
原
山
古
境
は
、
別
名
天
狗
尿
と

U
呼
ば
れ

る
六
世
紀
前
半
に
造
話
さ
れ
た
前
方
後
円
頃
で
、
憤
穴
式
石

室
を
採
用
し
て
い
な
い
前
方
後
円
墳
と
し
て
は
、
こ
の
地
方

で
は
最
り
新
し
い
。
猪
名
野

・
塚
口
古
噴
群
に
属
し
、
伊
居

太
古
坑
と
は
逆
に
前
方
部
を
北
の
方
向
に
向
け
て
い
る
。
尼

崎
市
大
井
戸
古
墳
は
、
昭
和
四
一

年、

尼
崎
市
教
育
委
品
会

の
発
姉
調
査
に
よ
っ
て
横
穴
式
石
室
の
内
政
が
臨
認
さ
れ
た

と
開
く
。
む
し
、
そ
れ
が
正
し
い
な
ら
、
悩
穴
式
石
室
を
導

入
し
た
前
方
後
円
墳
の
展
開
を
考
え
る
よ
に
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
園
田
大
塚
山
古
漬
は
最
末
期
の
円
筒
防
相
輸
を
も
ち
、

大
井
戸
古
墳
で
は
埴
輪
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
上
ヶ
原
車
爆
古
墳
や
津
門
大
原
古
頃
は
、
古
記
録

を
総
合
す
る
と
、
横
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
に
し
て
い
た
こ

と
が
推
定
で
き
る
。
津
門
稲
荷
山
古
境
は
周
辺
で
円
筒
埴
鵠

片
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
前
方
後
円
墳
よ
り
古

い
要
素
が
み
ら
れ
る
。
五
世
紀
末
に
遡
る
可
能
世
は
あ
る
だ

ヲっ
、っ。前

期
古
境
に
認
め
ら
れ
る
こ
つ
の
相

前
方
後
円
墳
の
存
在
自
体
は
、
畿
内
政
権
と
の
大
枠
で
の

結
び
つ
き
を
表
現
し
て
い
る
か
む
し
れ
な
い
が
、
そ
の
勢
力

圏
の
仲
mmは
当
初
か
り
面
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
の
中
枢
地
に
近
出
世
す
る
阪
神
地
方
に
あ
っ
て
も
、

コ一
世
紀
末
h
凹
世
紀
段
階
の
政
治
勢
力
地
図
は
複
械
で
あ
っ

--。

L

，，
 

=
一
角
縁
神
州
市
鏡
を
副
持
す
る
政
出
傘
ド
型
の
前
期
出
羽

は
、
海
岸
部
に
立
地
し
て
お
り
(
神
ド
山
点
灘
区
東
求
火
原

古
墳

・
ヘ
ポ
ソ
塚
古

m
・
芦
屋
市
阿
保
税
王
塚
古
墳

・
尼
崎

市
水
草
占
噴
)
、
け
っ
し
て
一
間
的
な
広
が
り
を
み
せ
て
は
い
な

い
。
大
阪
湾
北
岸
の
海
浜
郎
の
交
通
ル

l
卜
を
あ
た
か
む
常

援
す
る
か
の
よ
う
に
、
占
的
線
的
配
慣
を
採
っ
て
い
る
。
お

そ
b
く
、
こ
れ
・っ
諸
古
頃
の
被
葬
者
た
ち
は
在
地
に
有
力
な

生
産
必
誌
を
保
持
し
て

い
な
か
っ
た

b
の
と
忠
わ
れ
る
。
阿

保
親
王
潔
古
境
は
現
状
で
は
径
三
二
メ
ー
ト
ル
程
の
円
墳
で

あ
る
が
、
前
方
後
円
噴
の
可
能
性
を
姶
て
き
れ
な
い
。
江
戸

時
代
以
降
、
た
び
重
な
る
改
修
に
よ
る
改
変
を
受
け
、
現
在
、

宮
内
庁
首
陵
部
が
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
水
主
古
績
は
三
角
緑
神
獣
鏡
の
外
区
文
様
が
波
文
帯

で
あ
る
こ
と
や
主
体
部
構
造

・
副
葬
品
目
か
う
み
て
、
か
な

り
年
代
が
下
降
す
る
で
あ
ろ
う
{
第
6
図
)。

一
方
、
六
甲
山
地
南
斜
面
や
西
妓
平
野
北
辺
の
長
尾
山
山

興
に
は
、
山
綾
性
の
前
期
古
噴
が
数
多
く
首
ま
れ
て
い
る
(
神

戸
市
得
能
山
古
噴
・会
下
山
二
本
松
古
頃
・砂
野
丸
山
古
墳
・

宝
原
市
万
箱
山
古
境
な
ど
)
。
大
阪
府
域
に
な
る
け
れ
ど
、
池

田
市
池
田
茶
臼
山
古
墳
や
向
市
娯
三
堂
古
墳
な
ど
む
同
列
に

扱
え
る
古
境
で
、
円
墳
が
結
構
多
い
し
、
前
方
後
円
柄
引
の
形

制
を
採
っ
て
JO
、
境
端
や
平
面
形
が
不
明
瞭
で
あ
っ

た
り、

段
築

・
立
石

・
円
筒
組
輪

・
周
濠
と
い
っ
た
要
素
を
欠
く
も

の
が
目
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
重
視
す
べ
き
点
は
、
現
時
点

に
お
い
て
三
角
縁
神
駅
鏡
の
副
葬
が
確
認
で
き
な
い
こ
と

で
、中
央
と
の
結
び
つ
き
は
鏡
の
面
で

b
希
薄
な
の
で
あ
る
。

さ
り
に
加
う
る
に
、
こ
れ
り
山
陵
性
の
前
期
占
債
の
一
部

に
は
、
竪
穴
式
石
笠
の
熔
床
情
造
に
強
い
地
域
性
が
石
取
さ

3 

'h 
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れ
、
畿
内
中
恨
の
勢
力
と
は
ま
だ
強
固
な
間
関
関
係
を
結
ん

で
い
な
い
郡
山
津
在
地
の
首
長
周
の
存
在
を
教
え
て
く
れ
て
い

ヲ
句
。

以
上
の
紫
捕
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
阪
神
地
方
の
前
則
古

漬
に
は
、
政
杭
勢
力
側
と
在
地
勢
力
側
の
ニ
帽
の
判
長
が
採

ら
れ
て
お
り
、
六
市
山
岨
東
部
前
脈
に
山
陵
立
地
タ
イ
プ
の

前
川
古
漬
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
現
状
か

E

り
す
れ
ば
、
大
相

に
本
拠
地
を
お
い
た
と
み
て
い
い
畿
内
政
権
の
西
艇
地
岐
に

お
け
る
拠
点
的
な
進
出
地
が
神
戸
市
灘
区
か
・っ
点
灘
区
、
芦

屋
市
に
か
け
て
の
領
峨
と
み
る
舵
測
b
生
ま
れ
て
こ
よ
う
。

こ
の
地
域
は
、

仰
戸
市
灘
区
桜
ケ
丘
の
銅
鍔
一
括
処
中
担

納
地
か
ら
か
っ
て
考
え
た
よ
う
に
、
弥
生
時
代
小
則
末
段
階

に
あ
っ
て
も
、
畿
内
文
化
の
凶
辺
を
な
し
た
と
こ
ろ
で
、
地

剛
極
的
に
み
て
肝
要
な
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
こ

の
地
を
避
け
た
在
地
首
長
の

一
昨
は
、
埋
葬
施
設
と
し
て
竪

穴
式
石
室
を
採
用
し
つ
つ
む
、
部
分
情
造
で
は
手
を
抜
く
手

法
む
使
っ
て
お
り
、

銚
削
耳
の
良
好
な
問
所
に
慌
土
と

い
ヲ
観

点
で
b
省
力
的
な
泊
丘
を
築
き
、
外
部
構
造
も
け
っ
し
て
先

附
さ
れ
た
む
の
と
は
吉
い
が
た
い
(
第
7
図
)o
b
し
仮
に、

立
地
点
に
有
意
な
商
を
見
出
す
な
ら
ば
、
首
長
の
直
接
治
め

た
支
配
領
域
を
眼
下
に
お
さ
め
る
こ
と
が
可
能
な
高
み
の
地

を
あ
え
て
選
ん
だ
と
説
明
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

俄
内
の
政
柿
中
恨
は
、
か
よ
う
に
近
傍
の
阪
神
地
方
で
さ

え
、
四
世
紀
の
段
附
で
は
面
的
な
支
配
陥
を
す
守
つ
こ
と
が

ま
ま
主
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
大
和
に
本
拠
地
を

ぼ
く
政
治
的
結
合
体
の
脆
弱
な
側
而
を
塩
川
凡
る
こ
と
が
で

き

よ

う

。

{

つ

づ

く

)
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西
岡
本
遺
跡
発
掘
調
査
中
間
概
要
3

一
、
は
じ
め
に

西
岡
本
辿
跡
は
、
一
九
八
九
年
イ
二
月
に
一
年
間
に
お
よ

ぶ
発
掘
調
査
が
終
了
し
、
縦
文
時
代
か
う
呪
代
に
い
た
る

数
々
の
温
情

・
泊
物
を
検
出
し
、
大
き
な
成
川
市
を
あ
げ
た
。

凋
査
問
問
中
に
別
・っ
か

に
な
っ
た
主
な
成
川
市
は
、
前
回
ま
で

に
二
度
に
わ
た
っ
て
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
め
・
0
か
、
今
同
は

そ
の
後
の
成
以
の
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
。
こ
と
に
し
よ

-ヲ。
二
、
弥
生
時
代
の
住
居
祉

(図
1
)

弥
生
時
代
の
住
居
祉
は
八
九
年
十
一
月
間
円
の
現
地
説
明

会
む
お
わ
り
、
発
問
問
調
布
が
終
鑓
に
近
づ
い
た
ニ
，っ、

l
円守

山
引
の
対
ト
ぃ
(
古
羽
の
峨
り

i
)
F
か
っ
発
見
さ
れ
た
。
住
民

の
形
態
は
怒
穴
住
民
で
、

一
部
後
世
に

mm州引を
う
け
て
い
た

が
、
付
民
社
の
同
州
三
分
の

4

川
を
晶
化
恨
し
た
る
住
民
社
よ

は
二
本
の
周
渦
が
同
心
円
状
に
の
く
り
、
小
さ
れ
挫
物
か
う

大
き
い
他
物
へ
建
て
か
え
ら
れ
て
い
た
。
小
さ
川
住
居
祉
の

復
元
径
は
凶

・
ヒ

m
、
大
き
い
方
の
復
元
住
は
六

・
一
m
を

は
か
る
。

住
居
川
に
と
ら
な
う
遺
物
は
、
口
綜
卸
叫
が
欠
「
た
土
器
一

山
と
、
よ
く
使
い
こ
な
さ
れ
た
応
酬
誕
百
斧
一
点
が
あ
り
‘

H

ず
れ
au
大
さ

い
住
居
の
周
泌
仁
に
隣
合
っ
た
状
態
に
白
か
れ

て
い
た
。
土
問
は
発
帰
さ
れ
た
と
き
、
横
倒
し
の
状
態
で
あ

っ
た
が
、
元
は
』
74
て
・つ
れ
て
い
た
ー
乙
の
と
出
h
れ
る
。

七
諜
の
形
か
う
住
居
枇
の
時
期
は
、
弥
生
時
代
後
期
に
考

え
・つ
れ
る
。

六
甲
山
淀
遺
跡
調
査
会

=一、

野
寄
群
集
積

凸
填
は
|
三
基
を
確
認

・
発
問
し
た
。
構
成
は
克
明
が
二

基

(
山
・ロ
号
明
)
で
、
残
り
卜
基
は
円
境
と
思
わ
札
P
Q
。

埋
葬
主
体
部
で
あ
る
石
室
は
そ
の
う
ち
十
基
か

・っ
発
掲
し

た
。
す
べ
て
繍
穴
式
石
室
で
あ
，

t
H灰
か
司つ
発
慣
し
た
1
・

2
り
杭
の
ご
棋
の
占
噴
は
本
必

l
二
月
で
報
告
し
た
が
、
山
川

明
吋
附
附
照
明
の
概
要
を

-
覧
に
し
た
の
が
点
ー
で
あ
る
。

万
墳
で
あ
る
叩
匂
噴
と
ロ
号
漬
と
は
、
県
西
に
削
悼
惜
し
て

い
恒
ん
で
お
り
、
そ
の
周
溝
の
一
辺
は
共
有
す
る
よ
う
に
つ
く

う
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
山
号
漬
は
南
側
の
大
部
分
が
削
平

さ
れ
て
北
側
の
周
潟
三
分
の
一
山
肢
が
残
っ
て
い
た
限
度
で
あ

り、

ロ
号
取
は
発
刷
問
調
在
区
外
に
な
る
た
め
、
そ
の
時
郊

E

体
部
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

ω
・
ロ
号
明
の
悶
潟
に
ば

t
下

4
Mに
と
砂

が
権
開削
し
て
お
リ
、
こ
の
古
墳
に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
造
物
が
周
溝
の
上
回
聞
か
・
つ
確
認
さ
れ
た
。
山
号
情
引
か
う
は

多
比
の
地
輸
が
出
土
し
、
ロ
号
坑
西
側
の
周
溝
か
ら
は
須
恵

掠
の
認
の
一
鮮
が
出
土
し
た
。

こ
の
地
輸
と
須
恵
諮
は
、

凶

号
境
と
ロ
号
惜
引
が
周
滞
を
共
行
寸
る
と
こ
ろ
で
は
周
治
の
中

央
で
一
線
を
箇
ず
る
よ
う
な
状
況
で
検
出
さ
れ
た
。
あ
た
か

も
嶋
崎
が

ω号
墳
に
、
須
市
品
開
加
は
ロ
弓
潰
に
所
属
す
る
か
の

ご
と
く
。
こ
れ
は
凶
号
境
に
組
輸
が
、

ロ
号
墳
に
須
恵
擦
が

と
む
な
っ
て
い
た
結
果
だ
と
与
え
・
つ
れ
.。
@

指
輪
に
は
宗
形

・
盾
形

・
朝
顔
形
円
筒
形
の
四
日
間
顎
が

あ
り
、
円
筒
組
終
は
さ
・つ
に
そ
の
ぷ
商
に
施
さ
れ
た
ハ
ケ
自

が
粗
い
ち
の
と
制
か
い
む
の
と
二
話
相
引
に
分
け
占
れ
る
。
ま

た
、
泌
総
の
質
は
陶
質
の

b
の
と
、
上
師
質
の
む
の
と
二
週

り
に
分
け
つ
れ
る
。

刊
号
明
の
別
丘
上
に
は
こ
の
よ
う
な
埴

輸
が
め
ぐ
矛
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

百
室
の
形
態
は
、
そ
の
全
容
を
知
り
う
る
む
の
が
六
以
あ

る
@
内
訳
は
、
遺
体
を
安
佐
寸
る
玄
室
と
，
て
の
通
路
に
あ
た

る
淡
辺
と
が
区
分
さ
れ
た
有
納
式
の
む
の
二
法

(3
・
5
号

墳
て
そ
の
区
分
の
な
い
加
'
納
式
の
む
の
四
基

(l
・
2
・
4
・

9
号
駁
)
を
か
ぞ
え
る
。
不
明
四
基
に
つ
い
て

b
G宅
制
が

一
m
前
後
と
抜
く
続
制
式
に
近
い
数
怖
を
示
す
と
ニ
ろ
か

3
、
無
袖
式
の
む
の
が
大
多
数
を
内
め
て
い
た
と
M
V
え
う
札

。。
つ
ぎ
に
野
寄
鮮
鋭
墳
が
符
ま
れ
て
い
た
時
期
に
つ
い
て
み

て
み
よ
う
。
石
室
内
に
は
埠
採
さ
れ
た
人
に
添
え
・つ
れ
た
柄
引

- 7-
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号墳 石室長さ 石室稲 形態 出土遺物 備考

1 4.2m 1 m 無袖 須恵器釘 単体埋葬

棺台

2 4.2m 1m 無袖 須恵*l} 釘 単体埋葬

足骨

3 玄室 4m 2.2m 同袖ヲ 須恵器釘 半寝
模造 2.1m 複数埋葬か

4 5.2m 1m 無袖 m恵土師器 半贋

5 玄室 2.6m 1.2rn 右片袖 須恵器釘

羨道 1 rn 曲

6 2.7m 1 m 金 環 釘 歯 半犠

l官台 概数埋葬

7 1.4m 1.1m 金環釘 半壊

相台 I巨体埋葬か

日 1 m O.8m 'i'lm器棺台 奥壁郎残存

単体埋葬か

9 5.5m 0.8- 無紬 m恵様剣つ 石按吉取り

0.9m 釘 複数埋葬か

1 0 辺 5.7m 周溝何1.1m 高E 輸 方 ttt

1 1 4m 1 m 5目1草器摘台 半壊

1 2 一辺 9m 周溝幅 1m 須恵器 方墳

1 3 周溝 封土の一部在検出 調査区外

章受霊童E±資干古く若を 1 > 
恵
協
や
土
師
盟
問
、
金
原
な
と
の
副
一
一
持
品
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

辿
物
か
ら
、
多
く
の
古
漬
が
古
墳
時
代
後
期
の
六
世
紀
後
半

か
ら
七
世
紀
初
頭
に
つ
く
つ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
日

・
ロ

号
筑
は
出
土
遺
物
か
っ
古
く
位
恒
付
け
ら
れ
、

E
位
紀
末
か

ら
六
世
紀
初
頭
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制

か
い
検
討
は
で
き
て
ハ
け
な
い
が
、
野
得
附
叶山
車
附
引
は
五
位
紀
末

ご
ろ
か
ら
七
世
紀
初
郎
に
か
け
て
国
ま
れ
、
大
き
く
四
つ
の

段
附
に
分
け
ら
れ
よ
う
。

。
削川究叶昨

m
mの
変
巡
(
数
HT
は
古
山
山
の
け
数
を
示
す
。

か

y

コ
内
の
数
字
の
配
列
ば
古
境
築
造
の
附
訴
を
表
さ
な

い
。)

①

五

世

紀

末

1
六

世

紀

初

(

叩

・
ロ
)

... 

② 

六
世
紀
後
半

(
3
・
5
)

争画

③ 

六
世
紀
末

i
i
:
:
:

(1
・
2
・
8
・
9
)

争ー

④

七

世

紀

初

(4
・
6
・
7
・
H
)

回
、
掘
立
柱
建
物
跡
お
よ
び
建
物
関
連
遺
精

前
号
の
地
区
別
の
と
こ
ろ
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
昨
」
核
地

は
限
一一川
七
四

m
か
一り
八
O
m
の
問
に
大
き
く
四
段
の
段
法
が

つ
い
て
い
る
。
こ
の
段
差
は
む
と
か
ら
自
間
に
あ
っ
た
む
の

で
は
な
く
、
i
u
噴
が

っ
く
り
続
け
つ
れ
て
い
た
と
き
は
ま
だ

段
涯
の
な
い
な
だ
ら
か
な
斜
而
が
形
成
さ
日
て
い
た
。
そ
れ

9号境mu葬 品 (須恵器)出土状況

- 8ー

が
、
古
附
引
が
つ
く
ら
れ
な
く
な

っ
て
か
ら
新
た
な
土
地
利
用

が
始
ま
っ
て
、

平
地
を
つ
く
る
た
め
に
削
平
さ
れ
た
り
、
盛

土
さ
れ
た
り
し
て
対
終
的
に
四
段
の
段
差
が
で
き
あ
が
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

I
区
か
ら
発
倒
し
た
す
べ
て
の
古

境
の
岨
非
主
体
部
は
、
人
十
日
叩
ま
た
は
一
部
が
破
壊
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
全
容
を
知
り
う
る
む
の
は
少
な
い
。

こ
う
し
た
土
地
の
改
変
が
始
ま
っ
た
の
は
、
手
安
時
代
後

半
か
ら
で
、

一
部
は
回
聞
と
し
て
緋
さ
れ
、
あ
る
と
こ
ろ
に

は
辿
物
な
ど
が
辿
て
り
れ
た
。
そ
の
怨
物
が
辿
て
・
つ
れ
て
い

た
地
区
の
ひ
と
つ
に

I
区
凶
地
区
中
段
(
開
山
七
八

m
)
と

し
た
区
域
が
あ
る
。
こ
の
地
区
か
ら
辿
物
の
討
を
埋
め
込
ん

だ
ピ
ン

ト

(柱
穴
)
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。
ピ
ッ
ト
の
大
き

さ
は
凶
筒
二

O
;
三

O
mで
、
上
下
二
聞
に
抑
立
性
辺
物
跡

を
確
認
し
た
。
】
れ
を
①
|
上
岡
例
制
刻
制
組
側
釧
と
②
判
刷



の
同
開
立
制
建
物
跡
と
し
よ
う
。
こ
の
上
回
の
岡
山
立
住
建
物
跡

の
南
東
に
は
竪
穴
逃
附
の
周
囲
に
柱
穴
を
持
つ
辿
物
が
あ

る
。
こ
れ
を
③
剛
剛
叫
制
対
剖
叫
叫
到
対
剃
倒
と
呼
ぽ
う
。

ま
た
、
上
段
(
標
高
七
九

m
)
か
ら
は
建
物
に
関
連
す
る
と

忠
わ
れ
る
淋
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
潜
の
片
側
に
は
石

刑
制
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
石
例
制
み
の
あ
る
方
に
建
物
が
辿

っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
④
片
方
に
石
駁
み
を
も

っ
構
状
遺
備
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
さ
ら
に
、
下
段
の
東
端
か

ら
は
⑤
石
垣
状
の
巡
回
附
の
一
部
が
み
っ
か
り
、
そ
こ
に
瓦
や

陶
磁
器
な
ど
が
役
察
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
状
況
か
ら
建
物
に

と
も
な
っ
た
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に

φ
ム
凶
の
祷
号

を
付
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
泣
併
に
つ
い
て
概
裂
を
記
し
て
お

く
① 

上
屈
の
据
立
柱
建
物
跡

調
査
地
区
の
西
に
偏
っ
て
一

O
m
四
方
の
範
囲
に
ピ
ッ
ト

群
が
あ
り
、
ぞ
の
う
ち
七

・
E
m
四
方
に
辿
物
が
立
つ
よ
う

に
ピ

y
i
の
配
列
が
見
・つ
れ
る
。
し
か
し
今
一
つ
ピ
ッ
ト
の

組
合
せ
が
判
然
と
せ
ず
、
検
討
中
で
あ
る
が
、
点
西
三
間
×

南
北
四
間
{
七

・
五

m
x
九

m
)
と
三
間
×
五
間
(
六

・
七

m
×
十

m
)の
二
仰
の
建
物
が
迎
ち
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
が
っ
ち
り
し
た
建
物
で
は
な
く
、
作
業
小
屋
程
度

の
簡
単
な

υ
の
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ピ
シ
ト
鮮
の
東
南
東
一

O
m
に
4
号
墳

が
あ
る
。

4
号
境
の
石
室
は
縞
一

m
、
残
存
長
さ
五

・
ニ

m

で
あ
る
が
、
そ
の
東
側
が
大
き
く
締
り
こ
ま
れ
、
石
室
の
天

封
石
む
は
ず
さ
れ
、
石
室
の
空
間
b
含
め
た
そ
の
穴
に
は
、

花
岡
岩
を
は
つ
っ
た
と
き
に
で
き
る
石
屑
な
ど
が
投
棄
さ
れ

て
い
た
。

4号墳石室全量

ち
ょ
う
ど
こ
の
地
域
は
花
岡
山
右
の
産
地
と
し
て
有
名
で
、

ム

か
げ
い
L

こ
の
あ
た
り
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
石
は
『
御
影
石
』
と
呼
ば

れ
、
花
山
間
岩
の
代
名
詞
に
む
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
山

か
う
切
り
出
さ
れ
た
石
は
ふ
ら
と
の
作
業
場
ま
で
運
ぱ
札
、

そ
こ
で
目
的
に
応
じ
て
手
を
加
え
う
れ
、
出
百
出
さ
れ
た
~
。
そ

の
際
、
多
量
の
石
附
が
で
き
え
こ
の
石
周
な
ど
を
処
理
し

た
の
が
、
前
述
し
た
古
墳
石
室
と
そ
の
東
側
に
婦
ら
れ
た
ご

み
捨
て
穴
で
あ
ろ
う
。
ニ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
所
に
も
「
石

工
」
の
作
業
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

石
室
に
捨
て
-つ
れ
て
い
た
石
屑
は
、
石
室
の
西
側
す
な
わ

ち
ピ
γ
ト
群
が
あ
る
方
か
っ
裾
り
込
ま
れ
て
お
り
、
石
室
の

西
側
に
作
業
場
が
あ
っ
た
と
考
え
り
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
石

室
か
ら
一

O
m
の
空
間
(
広
場
)
を
隔
て
て
あ
る
ピ
ン
ト
詳

が
石
工
の
作
業
施
設
に
結
び
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

ピ
ッ
ト
詳
が
作
業
小
屋
な
ど
の
建
物
に
な
る
な
っ
ば
、
作
業

小
屋
の
前
に
切
り
だ
し
た
石
を
安
置
す
る
広
場
、
そ
し
て
そ

の
前
に
石
岡
な
ど
を
徐
て
る
渇
所
と
い
っ
た
有
機
的
に
結
び

つ
い
た
広
が
り
が
忽
定
で
き
る
。

②

下
層
の
抱
立
柱
建
物
跡

4
号
績
の
す
ぐ
北
側
か
ら
見
つ
か
っ
た
一
間
×
二
間
む
し

く
は
二
間
四
方
の
建
物
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
北
側
と
凶

側
の
柱
通
り
が
二
問
ず
つ
確
認
で
き
た
の
に
対
し
、
東
側
の

住
通
り
は
南
端
と
其
ん
中
の
二
本
の
柱
穴
を
破
訟
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
確
定
で
き
な
い

か
つ
で
あ
る
。
一
間
X
二
間
分

の
柱
穴
は
す
べ
て
陥
っ
て
お
り
、
路
実
に
は

一
間
×
ニ
聞
の

建
物
が
辿
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

柱
穴
の
大
き
さ
は
直
径
二
五
叩
程
で
、
住
の
太
さ
は
一

o

m
程
で
あ
る
。
方
位
は
真
北
に
対
し
て
二
五
度
西
に
娠
っ
て

い
7
9

。
③

周

囲

に
柱
穴
を
も
っ
竪
穴
建
物
跡

上
層
の
掘
立
柱
建
物
跡
の
南
東
三

m
の
と
こ
ろ
に
あ
る
経

物
跡
で
あ
る
。
三

m
四
方
の
竪
穴
遺
構
の
四
隅
外
側
に
、
竪

穴
遺
構
を
阻
む
よ
う
に
住
穴
を
も
っ
。
竪
穴
遺
附
の
南
側
は

削
平
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
全
容
は
不
明
で
あ
る
。
柱
穴
の
直

径
は
二
五

1
三

O
聞
を
は
か
り
、
間
隔
は
一
間
四
方
で
、
東

西
三

m
、
南
北
三

・
一二
m
で
あ
る
。
竪
穴
遺
構
か
う
は
土
師

質
土
器
の
土
鍋
と
須
恵
質
の
担
ね
鉢
な
ど
が
出
土
し
た
。

こ
の
建
物
跡
は

4
号
墳
の
西
側
に
接
し
て
お
り
、
こ
れ
を
つ

く
る
に
あ
た
っ
て
建
物
の
東
側
三

・
五

m
と
南
側
六

m
に
わ

6
1う

た
っ
て
地
形
(
整
地
)
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
地
形
と

は
、
東
側
は

4
号
墳
の
墳
丘
と
の
境
を
画
す
る
た
め
の
石
前

み
が
三
段
に
前
ま
れ
、
南
側
は
建
物
か
ら
一

m
余
り
の
と
こ

ろ
に
一

1
ニ
段
の
土
留
め
石
が
般
ま
れ
、
整
地
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
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片

方
に
石
摘
み
を
も
っ
渦
状
遺
跡

I
区
西
地
区

t
段
か
り
南
化
に
は
し
る
幅

一
・
七

m
、
深

さ
=一

O
mの
滞
状
遣
問
を
発
開
削
し
た
。
こ
の
満
の
西
側
の
法

師
に
は
こ
0
3五
O
m大
の
石
が
煎
り
つ
け
・
つ
れ
て
い
た
。

石
の
張
り
つ
け
ば
片
簡
の
み
で
、
朽
の
悦
リ
つ
い
て
い
る
ほ

う
が
内
側
に
な
る
む
の
と
忠
わ
れ
る
。
山
山
物
あ
る
い
は
宅
地

を
取
り
巻
く
潟
の
一
部
で
あ
ろ
う
か
。

⑤

石
垣
状
的
遺
憎

l
区
西
地
区
下
段
の
東
端
に
お
い
て
石
垣
状
の
泣
仰
を
確

認
し
た
。
発
旧
制
面
的
の
都
合
上
ご
く
一
部
し
か
発
掘
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
規
伎
な
ど
は
わ
か
り
な
い
。
日
さ
は
八

五
叩
で
三
段
に
ほ
ぽ

E
E
に
石
が
飢
ま
れ
で
あ
り
、
石
垣
の

F
に
は
深
さ

一
O
刷
、
幅

一

o
mmの
叫
が
細
長
い
石
で

U

っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
石
市
一
は
京
側
企
表
に
組
ま
れ
て
あ 周回に柱穴をもっ竪穴遭構

っ
た
。
石
担
を
埋
め
た
よ
砂
に
は
瓦
や
陶
怨
鴨
川
が
多
祉
に
含

ま
れ
て
た
。
こ
れ
り
の
む
の
は
江
戸
時
代
後
半
の
む
の
で
、

瓦
穎
が
多
誌
に
投
棄
さ
れ
て
い
た
-
】
と
か
ら
石
垣
の
内
側
に

は
瓦
立
の
建
物
が
総
て
ら
れ
て
い
た

b
の
と
舵
定
さ
れ
る
。

こ
の
石
垣
遣
問
の
東
側
に
は
日
区
で
検
出
し
た
水
車
関
係

の
遺
併
が
あ
り
、

5

D

l
の
水
市
に
取
付
く
樋
が
こ
れ
に

平
行
に
架
け
・
つ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
野
容
大
山
田
水
車
に
関

連
し
た
挫
物
で
あ
っ
た
こ
と

b
考
モ
り
れ
る
。
生
活
に
関
係

し
た
遺
物
が
出
土
し
て
H
る
}
と
か
・
っ
、
水
準
を
管
理
し
て

い
た
人
の
辿
物
か
も
し
札
な
い
。

五
、
お
わ
り
に

西
岡
本
遺
跡
の
発
問
問
調
査
は
ち
ょ
う
ど
一
年
を
費
や
し
て

終
了
し
、
そ
の
間
三
回
に
わ
た
っ
て
主
な
遣
問
の
概
要
を
連

戦
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
調
査
の
逃
行
に
と
む
な
っ
て
報

告
す
る
方
法
を
と
っ
た
た
め
、
時
代
版
に
並
べ
る
こ
と
も
、

』
き
方
を
統
一
す
る
こ
と
ら
で
き
ず
、
煩
雑
に
な
っ
た
点
は

お
許
し
願
い
た
い
。
日
以
後
に
凶
岡
本
遺
跡
の
変
遷
を
簡
単
に

眺
め
て
締
め
く
く
り
に
し
た
い
。

住
吉
川
の
両
作
に
は
非
叩
に
発
述
し
た
扇
状
地
が
聞
け
、

き
れ
い
な
同
心
円
状
の
等
尚
線
が
弧
を
描
い
て
い
る
。
西
岡

本
遺
跡
は
こ
の
扇
状
地
の
段
高
位
に
位
世
し
、
パ
ノ
ラ
マ
状

に
展
開
す
る
大
阪
湾
の
股
盟
を
目
前
に
し
た
住
環
境
に
段
通

な
場
所
で
あ
る
。
入
額
が
自
然
の
洞
簡
や
岩
陰
を
利
用
し
た

住
居
か
・
っ
脱
し
、
自
ら
の
手
で
大
地
に
働
き
か
け
て
住
居
を

つ
く
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
過
し

た
住
環
度
に
集
H

品
を
，
悩
む
よ
う
に
な
る
。
い
ま
だ
生
産
経
済

に
移
行
し
な
い
制
文
時
代
に
あ
っ
て
は
、
自
然
の
め
ぐ
み
を

加
と
し
て
針
山
や
梅
川
の
狩
猟

・
採
集

・
漁
労
に
過
し
、
外

敵
か
ら
む
守
れ
る
場
所
が
選
定
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
怒
味
に

お
い
て
西
岡
本
遺
跡
は
非
常
に
よ
い
地
の
利
を
得
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

西
岡
本
遺
跡
は
い
ま
か
・っ
八
千
年
程
前
の
純
文
時
代
早
期

に
集
落
が
定
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
住
み
つ
い
た
純

文
人
は
、
野
山
に
兎
や
初

・
鹿
を
追
い
か
け
、
本
の
実
を
採

っ
て
生
活
し
て
い
た
。
石
の
矢
尻
(
石
鍛
)
や
木
の
実
を
出

し
た
と
思
わ
れ
る
石
山
な
ど
の
出
土
品
が
そ
の
こ
と
を
物
芯

っ
て

い
よ
う
。
今
回
の
調
査
で
は
，
て
れ
以
前
に
人
組
が
何
ら

か
の
，
凶
み
を
行
な
っ
て
い
た
か
は
磁
か
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
純
文
時
代
早
川
削
以
後

4糾
と
現
在
ま
で
人
知
の
日
み
が

絞
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
MM
み
は
時
代
に
よ

っ

て
娯
な
り
‘
あ
る
と
き
は
集
結
や
山
崎
物
が
鈍
か
れ
、
あ
る
と

き
は
士
口
出
引
が
つ
く
ら
れ
、
あ
る
と
き
は
田
仰
が
附
附
さ
れ
た
り

し
た
。

し
か
し
、
純
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
、
そ
し
て
古
墳
時
代

前
則
に
か
け
て
迎
統
的
に
-=
」
に
総
務
が
留
ま
れ
た
の
か

は
、
今
回
の
調
布
で
は
即
時
か
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
と
い
う
の

は
純
文
時
代

・
弥
生
時
代

・
古
墳
時
代
前
則
の
生
活
而
で
あ

る
辿
物
を
包
含
す
る
土
問
が
銭
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
そ
れ
が
人
為
的
な
削
平
に
よ
る
む
の
な
の
か
、
流
失
に

よ
る
む
の
生
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
巡
物
包
含
凶
と
と
も
に

泣
附
が
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
程
失
わ
れ
て
い
た
。
か
ろ

う
じ
て
純
文
時
代
早
期
と
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
の

一
部

が
残
っ
て
い
た
た
め
、
近
畿
地
方
で
は
め
ず
ら
し
い
純
文
早

期
の
住
居
跡
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
古
川
引
時

代
前
期
の
治
問
は
ま
っ
た
く
即
時
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
期

の
古
墳
の
封
土
(
凝
り
土
)
か

ら
前
期
の
土
出
が
見
つ
か
っ

て
お
り
、
古
摘
出
時
代
前
期
に
む
生
活
の
あ
と
が
あ

っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

古
境
時
代
後
則
に
な
る
と
様
相
は

一
変
し
、
生
活
の
坊
で

あ
る
集
落
か
り
奥
津
械
(
お
く
つ
さ
)
と
し
て
古
坑
が
築
か

- 10ー



れ
る
よ
つ
に
な
る
ロ
発
問
問
調
査
で
確
認
で
き
た
だ
け
で
十
三

弘
、
聞
き
取
り
に
よ
る
数
基
を
加
え
て
十
六
、
七
基
以
上
の

古
境
が
つ
く
ウ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
神
戸
市
域
の
六
甲

山
南
認
に
は
詳
集
噴
が
数
多
く
営
ま
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
は
じ
め
て
そ
の
実
態
に
メ
ス
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
立
設
は
大
き
い
。
古
頃
は
六
世
紀
後
半
か
・り

七
世
紀
初
以
に
か
け
て
盛
ん
に

つ
く
ら
れ
た
た
め
、
次
の
奈

良
時
代
に
は
こ
こ
は
奥
津
城
と
し
て
手
は
つ
け
-
つ
れ
な
か
っ

た
の
か
、
奈
良
時
代
の
遊
惰

・
遺
物
は
み
ら
れ
な
い
。

次
に
人
類
が
航
極
的
に
働
き
か
け
を
行
な
う
段
階
は
、
平

安
時
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
大
が
か
り
な
艶
地
が

行
な
わ
れ
、
古
附
引
の
破
駿
が
始
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
強
地
は

ひ
必
死
ん

級
担
状
に
行
な
わ
れ
、
一
部
に
水
田
化
が
見
ら
れ
る
が
、
庶

nv
よ
《
均
う

民
に
は
あ
ま
り
縁
の
な
い
緑
紬
陶
器
が
か
な
り
出
土
す
る
と

こ
ろ
か
ら
貴
族
的
性
他
の
強
い
辿
物
な
ど
が
辿
て
・つ
れ
て
い

た
こ
と

b
考
え
占
れ
る
。
そ
の
具
体
的
な
遺
情
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
が
、

I
区
西
地
区
上
段
か
ら
倹
出
し
た
片
方
に
石

積
み
を
も
っ
潟
状
遺
構
が
こ
れ
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
。

中
世
に
な
る
と
、
周
囲
に
住
穴
を
む
つ
竪
穴
住
居
や
偲
立

柱
辿
物
な
ど
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
世
の
終
わ
り

ご
ろ
に
は
石
工
の
作
業
場
が

つ
く
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
六
甲
山
南
秘
で
水
車
産
業
が
始
ま
る
。
そ

の
最
初
は
野
寄
で
操
業
を
開
始
し
た
と
い
め
れ
て
い
る
。
灯

火
用
の
泊
を
絞
る
た
め
に
操
業
を
開
始
し
た
水
車
は
設
五
郷

の
地
に
現
悦
を
鉱
大
し
、
江
戸
時
代
後
間
に
は
酒
造
問
の
精

米
b
加
わ
り
、
日
川
市
川
時
に
は
三
百
両
近
い
水
車
が
保
働
し
て

い
た
と
い
う
。
灘
の
溜
が
日
本

一
と
な
っ

た
原
動
力
は
、

こ

の
水
車
力
に
よ
る
精
米
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
・つ
な

い
。
西
岡
本
遺
跡
か
・り
見
つ
か
っ
た
野
寄
大
山
田
水
車
は
炭

化
し
て
銭

っ
て
い
た
随
子
髭
定
の
結
梨
、
綿
実
油
を
絞
っ
て

お
り
、
泊
車
と
し
て
操
業
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し

か
し
、
明
治
末
、
』
こ
に
捉
人
館
が
建
て
ら
れ
る
に
お
よ
ん
で
、

水
準
の
位
置
も
東
側
に
移
動
し
、
酒
造
問
の
水
車
に
転
化
を

図
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
に
入
る
と
文
明
開
化
と
と
も
に
神
戸
は
国
際
港
と
し

て
凶
か
れ
、
西
洋
人
が
居
留
し
、
異
人
館
や
西
洋
風
建
築
を

取
り
入
れ
た
洋
館
が
数
多
く
建
て
ら
れ
た
。
明
治
の
終
わ
り

に
は
そ
の
範
聞
は
東
離
に
む
拡
が
り
、
い
く
つ
か
の
著
名
な

建
物
が
十
数
年
前
ま
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

い
ま
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一

つ

に
プ
レ
ン
(
シ
ュ
キ
ル
)
邸
が
あ
る
。
こ
の
山
県
人
館
は
東
西

二
六

m
、
南
北

一
六

m
の

建
物
で
、
建
坪
は
ニ
二

0

.m
あ
ま
り
の
木
造
二
階
建

で
あ

っ
た~
。
明
治
末
ド
イ

ツ
人
ブ
レ
ン
氏
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
、
そ
の
後
日
本

人
の
手
を
経
て
昭
和
の
は

じ
め
ド
イ

y
人
シ

ュ
ネ

ル

氏
に
わ
た
り

γ
ュ
ネ
ル
氏

が
亡
く
な
る
ま
で
使
わ
れ

た
。
そ
の
期
間
は
半
世
紀

あ
ま
り
に
わ
た
る
。
敷
地

は
、
法
物
の
あ
る
上
段
と

庭
の
下
段
に
分
か
れ
、

一

段
低
い
南
側
の
敷
地
に
は

遊
歩
道
で
つ
な
が
れ
、
滝

と
池
が
配
さ
れ
た
庭
園
が

つ
く
う
れ
て
い
た
。
ま
た
、

庭
先
に
は
石
で
組
ま
れ
た

----，...........--

-hmの
犬
の
話
が
並
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
シ
ュ
ネ
ル
氏
が
大

変
な
犬
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
で
解
決
し
た
が
、
西
洋
人
の
ベ

ァ
ト
に
対
す
る
心
配
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

い
ま
西
岡
本
遺
跡
は
、
土
地
プ

l
ム
の
中
で
新
し
い
開
発

が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
よ
り
現
代
的
な
む
の
へ
変

わ
っ
て
ゆ
く
酉
間
本
遺
跡
は
、
そ
の
大
地
の
ベ
ー
ル
を

一
枚

一
枚
は
が
す
こ
と
に
よ
っ
て

一
万
年
の
庇
史
を
見
て
ゆ
く
こ

と
が
で
き
た
。
一
万
年
の
歴
史
を

一
つ
一

つ
手
繰
っ
て
い
く

こ
と
の
で
き
る
遺
跡
を
発
掘
で
き
た
喜
び
を
、
い
ま
私
た
ち

は
大
い
に
か
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
文
訂

浅
間
俊
夫
)

二J
弥生時代の住居赴(実測図)
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O 
編

カ、

句。

者

AV
今
号
は
、
考
古
関
係
の
二
文
誌
だ
け
の
拘
縦
と
な
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ

b
東
神
戸
の
古
代
史
の
一

ペ
ー
ジ
を
解
明
す

る
質
量
な

一
文
で
す
。

古
来
年
は
、
史
料
館
も
十
年
を
と
か
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

お
笑
な
歩
み
を
さ
ら
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

古
本
年
度
の
特
別
展

「
ザ

・
ひ
が
し
な
だ
」
肢
も
好
評
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
に
感
却
し
ま

一
。

4
qJ
 

合
編
集
の
都
合
上
、

次
回
に
回
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
原
稿
が

あ
り
ま
す
。
藤
川
佑
作
研
究
只
の

「神
戸
女
子
薬
科
大
凶
予
備

内
古
杭
三
」
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

会
史
料
館
で
は
、

今
後
も
充
実
し
た
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
な
か
で
い
っ
し
ょ
に
活
動
を

し
て
い
き
た

い
ー
と
思
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

『ザ・ひがしなだJ好評発売中

東灘区発足40周年を記念して、

史料館友の会かり東灘の史跡や町

1 /111の本としてまと

東灘の歴史を拘lり、身近な史跡

巡りにかかせな~ ¥ IJ、/IIf子です。

史料館 ・インフォメーションこ

うべで、l冊300内で発売していま

i6の由来を、

的、発刊しました。

H元.ll. 21 

元年度博物館協会第 2回研修会

見学会 白奄寺・興禅寺・大国寺
春日町歴史民俗資料館

郷土資料館

(派遣館員研究l1

H2. 7.21 
2年度 博物館協会総会 ・研修会

総会事業決算報告 ・役貝改選

・事業子mu面
特別展「願いかなえたま

えー古代人の呪術と信仰ー」

(派遣館員 主任研究員望月浩

・ 研究員追谷!~I)

研修会への館員派遣

1;1) 道谷

見学

す。

{協

力

団

体

】

神
戸
市
教
育
委
員
会
/
神
戸
市
観
光
線
/
芦
の
芽
グ
ル
ー
プ

芦
屋
市
教
育
委
員
会
/
悶
立
神
戸
商
船
大
学
/
東
灘
区
役
所

日
本
玩
呉
博
物
館
/
御
影
高
校
地
歴
部
/
本
庄
五
校
図

神
戸
史
学
会
/
深
江
背
少
年
協
議
会
/
サ
ン
テ
レ
ビ

東
機
文
化
セ
ン
タ

/
大
丸
百
貨
庖

深
江
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
/
明
石
市
立
天
文
科
学
館

{
史
料
館
員

・
役
員
}

市
中
出
削
辺
信
三

/
大

国

正

英
/
太
田
垣
正
雄

小
嶋

悦
郎
/
坂
上
和
三
郎
/
志

剖

正

夫

志

損

保

治
/
杉

浦

問

山
内
/
田

辺

民

人

松

尾

福

夫

/
深
山

他
ニ

館

長

代

行

大

国

正

美

事

務

局

主

事

・

:
:
:
:

阿
部

英
子

主

任

研

究

員

望

丹

市

研

究

只

伊

東

玲

子

/
下
久
保
忠
子
/
岡
部
英
知
雌

藤
川

祐
作
/
道

谷

卓

/
望

月

友

二

山

本

文

雄

調

査

口
。
大

塚

股

弘
/
西

村

敦

都

務

局

只

中

川

州

派

友

の

会

幹

事

小

嶋

保

治

/
寺
岡

一
夫

門

前

永

子

/
磯

辺

信

三

(
以
上
常
任
)

末
夫
/
佐

原

浩

平

成
治
/
田
辺
ゆ
か
り

理

納消大
多水川

悦
廊
/
志
剖

菩
康
/
吉
川

弘
/
佐
野

久
雌
/
多
田

容
雌
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